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１ 沿革 

 

 平成１０年 ９月  千代田区中学校教育検討委員会設置 

 平成１４年１１月  千代田区教育委員会「千代田区の中等教育将来像」決定 

 平成１６年 ７月  「千代田区立中等教育学校基本計画」発表  

 平成１６年１０月  東京都教育委員会から千代田区立中等教育学校設置認可 

 平成１６年１２月  条例改正により校名「千代田区立九段中等教育学校」決定 

 平成１７年１１月  東京都教育相談センター所長 賀澤恵二 初代校長に就任 

 平成１８年 ４月  第１回入学式・編入学式を挙行 

 平成１９年 ４月  東京都立新宿高等学校長 髙木克 第二代校長に就任 

 平成２０年 ４月  東京都立九段高等学校施設の移譲を受ける 

 平成２２年 ４月  東京都西部学校経営支援センター支所長 倉田朋保 第三代校長に就任 

 平成２３年 ５月  九段校舎全面改修完了 

 平成２３年 ８月  富士見校舎改修完了 

 平成２６年 ４月  荒川区立第四中学校長 坂光司 第四代校長に就任 

平成２８年 ４月  東京都立総合工科高等学校長 石崎規生 第五代校長に就任 

 平成２８年１０月  創立１０周年記念式典を挙行 

 平成３１年 ４月  東京都中部学校経営支援センター支所長 牧野敦 第六代校長に就任 

 令和 ４年 ４月  東京都立富士高等学校・附属中学校長 野村公郎 第七代校長に就任         

 

２ 校章の由来 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大正１３（１９２４）年４月、第一東京市立中学

校の美術教諭、香川敬事が当時の東京市の紋章の六

角形の中に菊花を象り、「中」の字を入れてデザイン

した。色は一中を金、二中を銀とした。  

昭和２３（１９４８）年４月１日、学制改革によ

り、東京都立九段高等学校と改称されたのに伴い、

「中」を「高」に改めた。平成１８（２００６）年

４月１日、千代田区立九段中等教育学校の開校に伴

い、「高」を現在の「九段」に改めた。  



 

                                            
 

令和６年度九段中等教育学校 学校経営方針 令和６年４月１日   経営理念『都(みやこ)ど真ん中千代田・九段に学びテッペンをとる・教育のフロントランナー』 

１ スクール・ミッション 

 伝統の『至大至剛』の精神の下、豊かな教養と人間性、高い志を身に付け、創造的・意欲的に行動し、他者と協調・協働して、未来志向で責任をもって未来貢献できる人材を育成し、生徒の可能性を最大限に
伸長させる学校 

２ 教育目標  ３ スクール・ポリシー 

１ 教育目標 
 「豊かな心 知の創造 未来貢献」 

（１） グラデュエーション・ポリシー 
 確かな学力の向上と教育ＤＸの推進やグローバル教育、STEAM 教
育、アントレプレナーシップ教育の充実、豊かな人間性の育成を通じ
て、創造的思考力、課題解決力、人間関係形成力、意思決定力を身に
付けさせる。 

（２） カリキュラム・ポリシー 
 リベラルアーツと探究学習を基本とし、「学ぶ・生きる・鍛える」の３つの
柱で、体験の重視、九段探究プランの実施、学校行事等の充実をもって
６年間一気通貫した教育カリキュラムを編成・実施する。 

（３） アドミッション・ポリシー 
 思いやりの心と好奇心をもち、何事にも主体的に取組みやり抜く強い意
志があり、将来を見通した目標設定と行動選択ができる人になる意欲あ
る児童を求めます。 

４ 中長期的な目標と基本方針 

「千代田区教育委員会教育目標」「千代田区立中等教育学校基本計画」及びスクール・ミッションに基づき、
教育のフロントランナーとして、新たな探究プログラムの開発・計画・実施・評価や教育ＤＸの推進を通じて、６年
間を一気通貫した特色ある教育活動を展開・発展させ、教育先進校モデルとなる学校経営の実現を図る。 

（１）学ぶ「確かな学力の向上」 
６年間を見通した継続性のある教育課程を意

図的・計画的に編成し、思考力・判断力・表現力
や学ぶ意欲を含む確かな学力を育成する。 

（２）生きる「キャリア教育の充実」 
自己の能力・適性を知るとともに、将来への夢

や希望を抱き、学ぶことの意義や目的を理解し、
自己実現を目指して主体的に進路を選択してい
く態度を育成する。 

（３）鍛える「豊かな人間性の育成」 
自らを律し、思いやりの心や最後まであきらめ

ない心、人とのかかわりを大切にする心、主体
的に社会に貢献しようとする心、感謝する心な
ど、豊かな心を育成する。 

領域  ５ 今年度の取組目標と方策 （１）教育活動の目標と方策 （２）重点目標と方策 

ア
学
習
指
導 

目標 授業を学習指導の根幹とし、生徒・教職員が一体となった授業を展開しながら、「知の創造」へとつなげる 

教員の指導力の向上 
最先端教育プログラム開発・デジタル機器活用の授業拡充 

【数値目標等】 
〇自学自習に関する肯定的割合 ８５％以上 
〇授業でのデジタル機器活用 １００％ 方策 

スクール・ミッション、スクール・ポリシー、グランドデザインに基づいた教育課程を編成・実施し、生徒一人一人
の意欲や学力に応じた指導を充実させ、高い学力とグローバルリーダーとしての資質・能力を身に付けさせる。令
和の千代田型学校教育の先進校として『個別最適な学び』と『協働的な学び』の実現を図る。 

イ
生
活
指

導 

目標 規律ある生活を基盤とし、自己陶冶から豊かな心を身に付け、互いに助け合い高め合う集団を形成する 

基本的生活習慣の定着 
いじめ防止研修の実施 

【数値目標等】 
〇いじめ報告 ゼロ 方策 

生活指導がすべての指導の根幹であることを念頭に、教職員が一致して規範意識を高める指導を行い、伝統で
ある「他者への思いやり」を一層高め、あらゆる場面で豊かな心の育成に努めるとともに、生徒に寄り添い、生徒と
向き合う指導を心がけ、自律した生徒を育成する。そして、いじめのない学校を実現する。 

ウ
進
路
指
導 

目標 
未来志向での高い目標をもち、希望する進路実現に向けて実行するとともに、未来貢献できるグローバルリーダ
ーを育成する 

進路実現に向けた６年間指導計画の策定と分析会・大学入試
検討会等の充実 
大学入学共通テスト・総合型選抜の受検体制の構築 

【数値目標等】 
〇大学入学共通テスト 得点率９１％以上 １０人 
〇大学入学共通テスト フル型受検平均得点率 ７０％ 
〇総合型選抜による国立大学合格者 １０人以上 

方策 

オンラインデータ等の情報を積極的に活用し、模試分析会や個別ケース会議を充実させ、意図的・効果的な進
路指導を実現する。「九段探究プラン」では、卒業生や地域、千代田区の豊富な教育資源を一層活用した教育プロ
グラムとなるように改善・充実を図る。また、国際感覚を身に付け、地球規模での課題発見、課題解決を図るととも
に、将来を見据えて、未来志向で責任ある未来貢献する行動ができる生徒を育成する。 

エ
特
別 

活
動 

目標 文武両道の精神で何事にも挑戦し、生徒同士が互いに高め合う場として帰属意識を醸成する 

最先端教育プログラム開発と学校行事の見直し 

【数値目標等】 
〇探究成果発表会外部公開 １回以上 
〇探究・起業等関連コンテスト参加者 １名以上 

方策 最先端教育プログラムに基づき、特別活動に主体的に取り組む姿勢を育む。 

オ
健
康
づ

く
り 

目標 健康で「知」「徳」「心」「体」のバランスがとれた生徒の育成 

不登校生徒に関する研修の実施 
【数値目標等】 
〇不登校生徒の授業への関係率 １００％ 方策 

学校保健計画に基づく、保健指導の推進を図り、生徒の運動習慣の確立と自己管理能力の向上を目指す。ま
た、スクールカウンセラー等や家庭と連携した心の健康づくりと相談体制を強化し、インクルーシブ教育の充実、及
び生命尊重と人権尊重の精神の育成を図る。 

カ
広
報 

活
動 

目標 生徒の自己肯定感を高めるとともに地域に開かれた学校経営を通じた効果的な広報活動と募集対策を行う 
地域や外部人材との連携強化 
九段中等教育内容の広報発信の充実（HP や公開事業の拡充） 

【数値目標等】 
〇区内受検倍率の向上 ２．０倍超 
〇学校公開等参加者 １０００人以上 

方策 保護者、地域、入学希望者や千代田区立学校等外部の教職員等への授業公開を実施するとともに、学校経営
評議会、ＫＵＤＡＮ Ｐ.Ａ.、公益社団法人九段、菊友会や地域・企業等と連携した教育活動を積極的に行い、広報
活動を充実させる。 

キ
学
校
経
営
・

組
織
体
制 

目標 教職員の資質能力や指導力である「九段ブランド」を生かした学校経営と組織体制を構築する 
管理職候補者等受検者の発掘 
働き方改革の推進 
教育ＤＸの推進 

【数値目標等】 
〇主任教諭受検合格 ５０％ 
〇８０時間以上残業者 ０人 
〇先進的教育やＩＣＴ活用授業等の公開 １回以上 

方策 
生徒第一・危機管理とコンプライアンス・教育のフロントランナー を経営理念とし、九段中等ブランドの教職員の指

導力向上と次代を担う教職員の発掘・育成に努める。 

３ 学校経営方針 

 

 

 



 

 

２５千九中等発第９５１号 

平成２６年３月２８日 

校長決定 

平成２７年５月８日改正 

平成２８年２月１日改正 

平成２９年４月１日改正 

令和５年４月1日改正 

 

千代田区立九段中等教育学校管理運営規程 

 

第１ 目的 

この規程は、法令及び千代田区教育委員会規則等の定めるところに従い、千代田区立九段中等教育学校（以下「本

校」という。）の管理運営に関し、必要な基本的事項を定め、円滑かつ効果的な学校運営を推進することを目的とす

る。 

 

第２ 事案決定 

本校における事案決定は、千代田区立学校事案決定規程等に基づき、原則として文書により行う。 

 

第３ 校長 

校長は、校務をつかさどり、所属職員を監督する。 

 

第４ 副校長 

１ 副校長は、校長を助け、命を受けて校務をつかさどり、及び校務を整理する。 

２ 副校長は、校長の命を受け、所属職員(経営企画室の所属職員を除く。)を監督し、及び必要に応じ生徒の教育

をつかさどる。 

 

第５ 主幹教諭及び主幹教諭（養護） 

１ 主幹教諭及び主幹教諭（養護）は、校長及び副校長を助け、命を受けて校務の一部を整理し、並びに生徒の教

育又は養護をつかさどる。 

２ 主幹教諭及び主幹教諭（養護）は、担当する校務について、所属職員（経営企画室の所属職員を除く。）を監督

する。 

 

第６ 指導教諭 

指導教諭は、生徒の教育をつかさどり、並びに教諭その他の職員に対して、教育指導の改善及び充実のために必要

な指導及び助言を行う。 

 

第７ 主任教諭及び主任養護教諭 

主任教諭又は主任養護教諭は、特に高度の知識又は経験を必要とする教諭又は養護教諭の職として、以下の役割を

担う。 

１ 校務分掌などにおける学校運営上の重要な役割 

２ 指導・監督層である主幹教諭の補佐 

３ 同僚や若手教員への助言・支援などの指導的役割 

 

第８ 教諭 

教諭は、生徒の教育をつかさどり、並びに校務分掌などにおける学校運営上の役割を担う。 

 

第９ 養護教諭 

養護教諭は、生徒の養護をつかさどり、並びに校務分掌などにおける学校運営上の役割を担う。 

 



 

第１０ 経営企画室長 

経営企画室長は、校長の命を受け、経営企画室の事務をつかさどり、経営企画室の所属職員を指揮監督する。 

 

第１１ 管理係長 

管理係長は、経営企画室長の命を受け、係の事務を処理する。 

 

第１２ 主事 

主事は経営企画室長及び管理係長の命を受け、事務に従事する。 

 

第１３ 校務分掌組織 

校務に関する分掌組織は、次のとおりとする。 

１ 部 

  (1) 未来貢献部、知の創造部、豊かな心育成部及びＳＭＰ部を置く。また、ＣＮＶ室を置く。各部・室の所掌

事務は次のとおりとする。 

未来貢献部：キャリア教育に係る指導計画の策定、教育課程編成・実施・管理（総合的な学習の時間、総

合的な探究の時間、学級活動）、キャリア教育講演会実施、履修指導、図書館運営・読書指導、

進路データの収集・蓄積、おはようスタディ実施、放課後スタディ実施、特別講習実施、高

大連携実施、調査書関連事務（大学入試）、各種検定実施、奨学金事務、その他キャリア教育

全般に関する事項 

知の創造部：学籍管理、成績管理、指導要録管理（作成・点検・保管・廃棄）、成績一覧表及び調査書関連

事務（高校入試）、教科書選定、教育課程編成・実施・管理（各教科）、儀式的行事、時間割

作成・管理、生徒による授業評価実施、学校評価実施、校内研修実施、教育の情報化、視聴

覚室及び視聴覚機器管理、統計調査、情報セキュリティ及び個人情報保護、道徳その他教科

指導全般に関する事項 

豊かな心育成部：健全育成、教育相談、安全指導、保健・給食指導（担当：保健主任）、健康診断実施（担

当：保健主任）、学校行事指導、生徒自治会指導、部活動指導、生徒手帳作成、環境整備・

校内美化、環境教育、その他生活指導全般に関する事項 

ＳＭＰ部：学校要覧作成、学校案内及びポスター作成、ホームページ運営、紀要作成、学校公開実施、学

校説明会実施、小学生授業体験実施、交流活動実施、Ｐ．Ａ．対応、同窓会対応、その他広報

及び渉外に関する事項 

ＣＮＶ室：新たな最先端教育プログラムの開発及びその検討委員会の運営、教育課程編成・実施・管理（総

合的な学習の時間、総合的な探究の時間、学級活動）、その他新たな最先端教育の開発に関する

事項 

 (2) 未来貢献部、知の創造部、豊かな心育成部に部主任及び部副主任を置く。ＳＭＰ部及びＣＮＶ室に部主任を

置く。部主任を置く部・室に部会を置く。 

２ 学年 

  (1) 前期課程に、第１学年、第２学年及び第３学年を置く。 

後期課程に、第４学年、第５学年及び第６学年を置く。 

  (2) 第１学年、第２学年、第３学年、第４学年、第５学年及び第６学年に学年主任及び学年副主任を置く。学

年主任を置く学年に学年会を置く。 

３ 教科 

  (1) 国語科、社会科（地理歴史、公民）、数学科、理科（物理、化学、生物、地学）、保健体育科、芸術科（音

楽、美術、書道）、外国語科、技術・家庭科、情報科を置く。 

  (2) 国語科、社会科（地理歴史、公民）、数学科、理科、保健体育科、芸術科及び技術・家庭科及び情報科、外

国語科に教科主任を置く。教科主任を置く教科に教科会を置く。 

４ 企画調整会議 

５ 予算調整会議 

６ 職員会議 

７ 部主任会 

部主任による部主任会を置く。 



 

８ 学年主任会 

学年主任による学年主任会を置く。 

９ 教科主任会 

教科主任による教科主任会を置く。 

１０ 委員会 

選考委員会、採点委員会、教育課程検討委員会、教科書選定委員会、ＩＣＴ委員会、いじめ対策委員会、健

全育成サポートチーム、特別支援教育校内委員会、至大荘行事実行委員会、体育祭実行委員会、九段祭実行委

員会、学校安全委員会、防災委員会、学校保健委員会、学校給食運営委員会、食物アレルギー対応委員会、推

薦入試選考委員会、人権尊重教育推進委員会、安全衛生委員会、行事検討委員会を置く。各委員会の所掌事務

は次のとおりとする 

選考委員会       ：入学者決定、適性検査問題作成・採点、入学者決定実施業務に関すること。 

採点委員会       ：適性検査の採点に関すること。 

教育課程検討委員会   ：教育課程の適正な編成・実施・管理・評価・改善に関すること。 

教科書選定委員会    ：後期課程において使用する教科書及び準教科書、前期及び後期課程において使

用する補助教材の選定に関すること。 

ＩＣＴ委員会      ：教科指導におけるＩＣＴ活用、校務の情報化推進、システム・機器管理、その

他教育の情報化に関すること。 

いじめ対策委員会    ：いじめの未然防止、早期発見等に係る計画の立案・実施、その他いじめ体悪に

関すること。 

健全育成サポートチーム ：生徒の問題行動等の未然防止、早期解決等に係る適切な対応悪の検討に関する

こと。 

特別支援教育校内委員会 ：障害のある生徒の実態把握・支援に関すること。 

至大荘行事実行委員会  ：至大荘行事の適正な計画・実施・評価・改善に関すること。 

体育祭実行委員会    ：体育祭の適正な計画・実施・評価・改善に関すること。 

九段祭実行委員会    ：文化祭の適正な計画・実施・評価・改善に関すること。 

学校安全委員会     ：生徒の安全・健康の確保に関する計画の企画・運営、危険等発生時対処要領の

作成、その他学校安全に関すること。 

防災委員会       ：防災計画の立案・実施、避難訓練・安全指導の実施、防災施設・設備点検、そ

の他防災に関すること。 

学校保健委員会     ：学校保健の企画・運営、学校保健安全計画作成、生徒の健康教育・健康づくり

の推進、その他学校保健に関すること。 

学校給食運営委員会   ：学校給食の企画・運営、家庭との連携、食育の推進、その他学校給食に関する

こと。 

食物アレルギー対応委員会：生徒の食物アレルギーに関する情報集約・対応に関すること。 

推薦入試選考委員会   ：上級学校の推薦入試に向けた被推薦候補者の決定に関すること。 

人権尊重教育推進委員会 ：人権課題に対する正しい理解と認識の深化に関すること。 

安全衛生委員会     ：教職員の安全・健康の確保に関する計画の企画・運営、その他安全衛生に関す

ること。 

行事検討委員会     ：学校行事の適正な計画・実施・評価・改善に関すること。 

１１ 学校経営評議会 

１２ 部活動の指導 

教育活動の一環として部活動を設置し、適切に運営する。部活動に関する事項については生活指導部の所掌

とし、各部活動の指導業務は、当該部活動の指導を分掌する職員及び指導を委嘱された者が行う。 

１３ 情報セキュリティ及び個人情報保護 

情報セキュリティ及び個人情報保護に関する事項については、教務部の所掌とする。 

１４ その他 

校長が必要と認めたときは、その他の分掌組織を置くことができる。 

 

 

 



 

第１４ 経営企画室組織 

経営企画室の事務は、おおむね、学校経営、広報及び広聴、学事、就学奨励、公印管理、情報公開及び個人情

報の保護に係る連絡調整、公文書の管理（収受、配付、発送、編さん及び保存）予算、決算、会計及び契約、物

品管理、使用料及び手数料その他歳入の調定、学校徴収金、施設、設備その他の財産の維持管理、学校の環境整

備に関すること、及びその他校長が必要と認めることとする。 

 

第１５ 企画調整会議 

１ 目的 

企画調整会議は、校長の補助機関として、校長の学校運営方針に基づき、学校全体の業務に関する企画立案

及び連絡調整、各分掌組織間の連絡調整、職員会議における議題の整理、その他校長が必要と認める事項を行

い、円滑かつ効果的な学校運営を推進する。 

２ 構成員 

校長、副校長、経営企画室長、主幹教諭、指導教諭、各部主任、各学年主任、管理係長とする。 

３ 開催 

定例会は、原則として毎週１回開催する。 

４ 招集 

校長が招集し、その運営を管理する。 

５ 司会 

司会は、副校長が行う。 

６ 記録 

記録は、主幹教諭が行う。記録者は、会議の要旨を会議録として取りまとめ、会議終了後、直ちに会議録を

校長に提出し、会議の要旨が正確に記載されているかの確認を受けなければならない。 

７ 学校経営評議会評議委員の出席 

学校経営評議会評議委員は、校長の判断の下、企画調整会議に出席することができる。 

８ その他、必要な事項は、校長が定める。 

 

第１６ 予算調整会議 

１ 目的 

予算調整会議は、校長の補助機関として、予算調整等を行うために必要な資料収集及び分析を実施し、校長

が校内予算編成指針の策定、予算の決定及び予算執行等を行うに当たり必要な調整を行う。 

２ 構成員 

校長、副校長、経営企画室長、管理係長、予算担当経営企画室職員、部主任とする。 

３ 運営 

経営企画室長が校長の命を受け招集し、進行をつかさどる。 

 

第１７ 職員会議 

１ 目的 

職員会議は、校長の補助機関として、次に掲げる事項のうち、校長が必要と認めるものを取り扱う。 

  (1) 校長が学校の管理運営に関する方針等を周知すること。 

  (2) 校長が校務に関する決定等を行うに当たって、所属職員等の意見を聞くこと。 

  (3) 校長が所属職員等相互の連絡を図ること。 

２ 構成員 

常勤の教職員。ただし、校長が認めた場合は他の職員も参加できる。 

３ 開催 

定例会は、原則として月１回開催する。 

４ 招集 

校長が招集し、その運営を管理する。 

５ 司会 

司会は、主幹教諭が行う。 

６ 記録 



 

記録は、主幹教諭が行う。記録者は、会議の要旨を会議録として取りまとめ、会議終了後、直ちに会議録を

校長に提出し、会議の要旨が正確に記載されているかの確認を受けなければならない。 

７ 運営 

  (1) 報告、意見聴取及び連絡に関する事項は、企画調整会議を経た上、事前に資料を添付し副校長に提出する。 

  (2) 校長の意思決定に資するため、職員会議において、必要に応じて構成員の意見を聞くことはあるが、校長

の意思決定を拘束するものではない。 

８ 学校経営評議会評議委員の出席 

学校経営評議会評議委員の希望により、校長の判断の下、評議委員の職員会議への出席を認める。 

 

 

第１８ 教科会 

１ 目的 

教科主任が中心となって、各教科における指導の目標、方針の共有及び授業進度の調整並びに教科指導に関

する人材育成を円滑に進める体制を確保するため、校務分掌組織の一つとして教科会を設置する。 

２ 所掌事項 

  (1) 教科別の具体的な学習目標の策定及び検証に関すること。 

  (2) 「年間授業計画」に関すること。 

  (3) 各教員が作成する「週ごとの指導計画」の点検に関すること。 

  (4) 授業の進度や指導内容の確認に関すること。 

  (5) 定期考査及び学習評価に関すること。 

  (6) 教科書選定に関すること。 

  (7) 教務部との連絡・調整に関すること。 

  (8) 組織的な教科指導において、校長が特に必要と認めること。 

  (9) 教科指導力の向上に必要なＯＪＴに関すること。 

３ 構成員 

同一教科の全ての常勤の教員とする。 

４ 開催 

定例的な教科会を、月１回開催する。 

年間計画に基づく教科会を、年間授業計画策定時(年１回)、定期考査前(年５回)、成績評定前(年３回)、Ｏ

ＪＴ関係実施時期(年３回)に開催し、各学期開始前までに開催日を決定する。 

その他、必要に応じて臨時の教科会を開催する。 

５ 招集 

教科会は、教科主任が招集する。 

教科主任は、教科会の内容を会議録としてまとめ、教科会終了後、直ちに会議録を校長、副校長に提出し、

教科会の開催状況を報告する。 

  



 

 

第１９ 分掌組織図 

分掌組織図は、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２０ 人事 

分掌組織を構成する人事については、千代田区教育委員会の権限に属するもののほかは、校長が定める。 

 

第２１ 予算 

校内予算の構成等については、「千代田区予算編成事務処理方針」に基づき、適正かつ効率的な運営を図る。 

 

第２２ 校内規定 

校長は、この規程に基づき、その他の校内規定を定める。 

 

第２３ 情報開示 

この規程及びその他の校内規定については、保護者、区民及び都民等の閲覧に供することができるよう整備す

る。 

 

 

附 則 

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

この規程の施行に伴い、平成１８年４月１日校長決定規程、２２千九中等発第５９１号規程、２４千九中等発第

８７８号規程を廃止する。 

附 則 

この規程は、平成２７年５月８日から施行する。 

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

この規定は、令和５年４月１日から施行する。 
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５ 学校経営評議会設置要綱 

                              平成18年３月20日17千教中発第370号改正 

平成22年３月10日21千ここ総発第702号 

平成23年４月１日23千子子総発第20号 

平成24年３月30日23千子子総発第334号 

平成28年３月17日27千子子総発第289号 

平成28年５月９日28千子子総発第45号 

平成29年４月１日29千子子総発第43号 

令和３年４月１日３千中等シ発第130号 

 

（設置） 

第１条 千代田区立九段中等教育学校（以下「本校」という。）における校長の学校経営を支援するため、本

校の基本的な方針を協議し、自律的かつ柔軟な学校運営について助言する組織として、「千代田区立九段中

等教育学校学校経営評議会」（以下「学校経営評議会」という。）を設置する。 

 

（所掌事項等） 

第２条 学校経営評議会は、校長が策定する学校運営に関する基本方針及び本校の校務運営全般について協

議するとともに、次に掲げる事項を所掌し、校長又は千代田区教育委員会（以下「教育委員会」という。）

に意見を述べることができる。 

(１) 学校運営、教育施策及び学校予算に係る提言 

(２) 学校評価の実施 

(３) 本校教員の採用に係る審査及び意見具申（非常勤講師及び東京都教育委員会との人事交流に係る教

員の採用に関する事項を除く。） 

(４) 生徒に対する重大な処分に関する事項 

(５) 生徒自治会からの意見聴取 

(６) その他本校の運営について必要と認める事項 

２ 校長及び教育委員会は、学校経営評議会の提言や意見を尊重しなければならない。 

 

（組織） 

第３条 学校経営評議会は、学校教育関係者を始め、幅広い分野から教育委員会が委嘱する委員をもって構成

する。 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前

任者の残任期間とする。 

 

（会長等） 

第５条 学校経営評議会に会長及び副会長を置く。会長及び副会長は、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、学校経営評議会を代表し、会務を総括する。 

３ 会長に事故があるときは、副会長がその職務を代理する。 

 

（招集等） 

第６条 学校経営評議会は、会長が招集する。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、第３条に定める委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができ

る。 

３ 会長は、協議事項に関して委員と利害関係があると認めるときは、当該委員を退席させることができる。 

 

 

 

 



 

（会議の公開） 

第７条 学校経営評議会の会議は、公開とする。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、会議を非公

開とすることができる。 

(１) 第２条第１項第３号、第４号、第５号又は第７号に掲げる事項を審議するとき。 

(２) 前号に定めるもののほか、会議において取り扱う情報が千代田区情報公開条例（平成13年千代田区

条例第２号）第７条第１項各号のいずれかに該当するとき。 

(３) 会議を公開することにより、公正かつ円滑な審議が著しく阻害されるおそれがあると認められると

き。 

 

（非公開の決定方法） 

第８条 会長は、会議の内容が前条各号のいずれかに該当すると認めるとき又は委員からその旨の指摘があ

ったときは、会議に諮り、会議の全部又は一部を非公開とするものとする。 

 

（学校会議への出席） 

第９条 会長は、第２条第１項に規定する所掌事項の審査等に必要と認める場合は、校長の許可を得て、委員

を本校の企画調整会議及び職員会議に出席させることができる。 

 

（秘密を守る義務） 

第10条 学校経営評議会に関係する者は、学校経営評議会の運営上知り得た秘密を漏らしてはならない。 

 

（庶務） 

第11条 学校経営評議会の庶務は、九段中等教育学校経営企画室において処理する。 

 

（補則） 

第12条 本要綱に定めるもののほか、学校経営評議会の運営に関し必要な事項は、会長が定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成18年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成22年３月10日21千ここ総発第702号） 

この要綱は、平成22年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成23年４月１日23千子子総発第20号） 

この要綱は、平成23年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成24年３月30日23千子子総発第334号） 

この要綱は、平成24年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成28年３月17日27千子子総発第289号） 

この要綱は、平成28年３月18日から施行する。 

 

附 則（平成28年５月９日28千子子総発第45号） 

この要綱は、平成28年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成29年４月１日29千子子総発第43号） 

この要綱は、平成29年４月１日から施行する。 

 

  附 則（令和３年４月１日３千中等シ発第130号） 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

 



 

６ 予算概要 

（単位：千円） 

 

７ 教職員組織 

 

 

８ 時程 
 平日 土曜日 

登校 ８：００ ８：００ 

おはようスタディ ８：０５  ～   ８：２０  

第１時限 ８：２５ ～  ９：１５ ８：１０ ～  ９：００ 

第２時限 ９：２５ ～ １０：１５ ９：１０ ～ １０：００ 

第３時限 １０：２５ ～ １１：１５ １０：１０ ～ １１：００ 

第４時限 １１：２５ ～ １２：１５ １１：１０ ～ １２：００ 

給食・昼休み １２：１５ ～ １３：０５  

第５時限 １３：１０ ～ １４：００  

第６時限 １４：１０ ～ １５：００  

ＳＨＲ・清掃 １５：００ ～ １５：３０  

放課後スタディ・委員会・部活動 １５：３０ ～ １６：３０  

 

区  分 令和６年度予算 

歳 
 
 
 
 

出 

１ 特色ある教育活動 １０，８１８ 

２ 学校施設維持管理（光熱水費、清掃、保守管理、維持補修） １２６，０００ 

３ 施設改修 ３１，５２５ 

４ 一般教材 ９，９８５ 

５ 学校図書 １，７０１ 

６ ＩＣＴ教育の推進（校務システム管理を含む） ３３１，７９６ 

７ 学校行事 ３３，６４１ 

８ 教科書・準教科書 １，４００ 

９ 教科指導 １７，５４３ 

１０ 入学者選考 １１，６９４ 

１１ 学校経営評議会 ５９９ 

１２ 運営一般 ５１，０００ 

１３ 学校保健 ４２１ 

計 ６２８，１２３ 

教育職員 事務職員 学校医  
 

統
括
校
長 

副
校
長 

主
幹
教
諭 

指
導
教
諭 

主
任
教
諭 

教
諭 

主
任
養
護
教
諭 

養
護
教
諭 

常
勤
講
師 

非
常
勤
教
員
・
講
師 

外
国
人
英
語
指
導
助
手 

特
別
支
援
教
室 

教
育
相
談
関
連 

非
常
勤
職
員 

経
営
企
画
室
長 

管
理
係
長 

主
事
等 

栄
養
士 

学
校
医 

学
校
歯
科
医 

学
校
薬
剤
師 

合
計 

1 2 6 0 28 31 1 1 1 19 1 1 3 4 1 1 11 1 7 2 2 １２４ 



 

９ 教育課程 

令和６年度 教育課程 

 

 

1年(21回生) 2年(20回生) 3年(19回生)

1 国語 国語 国語 1

2 2

3 3

4 4

5 社会 5

6 社会 社会 6

7 7

8 8

9 数学 数学Ⅰ 数学Ⅱ 9

10 数学 数学 ※1 ※1 数学Ⅱ 数学演習 10

11
※2 ※2

化学※3 11

12 数学B
または

12

13 数学Ａ
※2 数学Ⅲ

※2
13

14 理科      ※1 数学C 14

15 理科 理科
※2

15

16 16

17 17

18 音楽／美術 18

19 音楽 音楽 19

20 美術 美術 20

21 保健体育 保健体育 保健体育 21

22 22

23 23

24 技術・家庭 技術・家庭 技術・家庭 24

25 英語 25

26 英語 英語 26

27 27

28 28

29 29

30 Ｅ・Ａ Ｅ・Ａ Ｅ・Ａ 30

31 道徳 道徳 道徳 31

32 総合的な学習 総合的な学習 総合的な学習 32

33 の時間 の時間 の時間 33

34 ＨＲ ＨＲ ＨＲ 34

（０～２０）

総合的な
探究の時間

ＨＲ

物理
または

生物※3

総合的な
探究の時間

ＨＲ

家庭基礎

体育

保健

英語

コミュニケーションⅡ

Ⅲ

論理・表現Ⅲ

選択

論理・表現Ⅱ

物理または生物

日本史探究
または

世界史探究

化学

論理国語

古典探究

論理国語

体育

英語

コミュニケーション

単位数
時間数

前期課程

単位数
時間数

基礎学力養成期

5年(17回生)

後期課程

発展期

6年(16回生)

充実期

公共

物理基礎

4年(18回生)

現代の国語

言語文化

地理総合

歴史総合

化学基礎

生物基礎

体育

保健

芸術Ⅰ

英語

総合的な
探究の時間

ＨＲ

コミュニケーションⅠ

論理・表現Ⅰ

情報Ⅰ

※1  ４年次　数学Ⅰは４月～９月（週あたり４時間）、数学Aは４月～９月（週あたり２時間）、数学Ⅱは１０月～３月（週あたり６時間）
※2  ５年次数学Ⅱは４月～９月（週あたり２時間）、数学Bは４月～９月（週あたり４時間）、 数学演習／数学Ⅲは１０月～３月（週あたり４時間）
       数学Cは１０月～３月（週あたり２時間）
※3  ６年次　化学は４月～９月（週あたり２時間）、物理／生物は４月～９月（週あたり２時間）



 

１０ 使用教科書一覧 
前期課程 

教科 発行者 教科書名 

国語 光村図書 国語 

書写 光村図書 中学書写 

社会（地理的分野） 帝国書院 社会科 中学生の地理 世界の姿と日本の国土 

社会（歴史的分野） 東京書籍 新しい社会 歴史 

社会（公民的分野） 東京書籍 新しい社会 公民 

社会 帝国書院 中学校社会科地図 

数学 大日本図書 数学の世界 

理科 東京書籍 新しい科学 

音楽（一般） 教育芸術社 中学生の音楽 

音楽（器楽合奏） 教育芸術社 中学生の器楽 

美術  開隆堂 美術 

保健体育 東京書籍 新しい保健体育 

技術・家庭（技術分野） 教育図書 New 技術・家庭 技術分野 明日を創造する 

技術・家庭（家庭分野） 開隆堂 技術・家庭 家庭分野 生活の土台 自立と共生 

英語 開隆堂 ＳＵＮＳＨＩＮＥ ＥＮＧＬＩＳＨ ＣＯＵＲＳＥ 

道徳 光村図書 中学道徳 きみがいちばんひかるとき 

後期課程 

教科 科目 出版社名 教科書名 

国語 現代の国語 筑摩書房 現代の国語 

言語文化 筑摩書房 言語文化 

論理国語 筑摩書房 論理国語 

古典探究 筑摩書房 古典探究 古文編 

筑摩書房 古典探究 漢文編 

地理歴史 地理総合 帝国書院 高等学校 新地理総合 

地理総合 帝国書院 新詳高等地図 

歴史総合 山川出版社 現代の歴史総合 みる・読みとく・考える 

世界史探究 帝国書院 新詳世界史探究 

日本史探究 山川出版社 詳説日本史 

公共 第一学習社 高等学校 公共 

地理探究 帝国書院 新詳地理探究 

公民 政治・経済 第一学習社 高等学校 政治・経済 

倫理 実教出版 詳述倫理 

数学 数学Ⅰ 数研出版 数学Ⅰ 

数学Ⅱ 数研出版 数学Ⅱ 

数学A 数研出版 数学A 



 

数学Ｂ 数研出版 数学Ｂ 

数学C 数研出版 数学C 

数学Ⅲ 数研出版 数学Ⅲ 

理科 物理基礎 数研出版 物理基礎 

化学基礎 実教出版 化学基礎 academia 

生物基礎 数研出版 高等学校 生物基礎 

化学 実教出版 化学 academia 

物理（選択） 数研出版 物理 

生物（選択） 数研出版 生物 

保健体育 保健体育 大修館書店 新高等保健体育 

芸術 音楽Ⅰ 教育芸術社 MOUSA１ 

美術Ⅰ 日本文教出版 高校生の美術Ⅰ 

書道Ⅰ 教育図書 書Ⅰ 

書Ⅰプライマリーブック 

外国語 英語コミュニケーションⅠ 啓林館 ELEMENT English Communication Ⅰ 

論理・表現Ⅰ 数研出版 EARTHRTSE English Logic and Expression Ⅰ Advanced 

英語コミュニケーションⅡ 啓林館 ELEMENT English Communication Ⅱ 

論理・表現Ⅱ 数研出版 EARTHRISE English  Logic and Expression Ⅱ Advanced 

英語コミュニケーションⅢ 啓林館 ELEMENT  

English Communication Ⅲ 

論理表現Ⅲ 数研出版 EARTHRISE English Logic and Expression Ⅲ Advanced 

家 庭 家庭基礎 教育図書 未来へつなぐ 家庭基礎３６５ 

情報 情報Ⅰ 東京書籍 新編情報Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１１ 生徒状況   

 

(1)  学級編成（令和６年４月１日現在）  

  １組 ２組 ３組 ４組 計  

１年 40 40 40 40 160 

474 

917 

 

２年 39 39 39 39 156  

３年 40 39 40 39 158  

４年 37 37 38 38 150 

443 

 

５年 37 38 37 37 149  

６年 38 35 35 36 144  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（2) 進路及び大学等合格状況（令和６年４月３０日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国公立大学、大学校＞ ＜私立大学＞

現役 浪人 R6年度 現役 浪人 R6年度 現役 浪人 R6年度

お茶の水女子大学 1 1 青山学院大学 29 5 34 東京理科大学 19 2 21

金沢大学 1 1 亜細亜大学 1 1 同志社大学 7 7

高知工科大学 1 1 桜美林大学 3 3 東邦大学 1 1

埼玉大学 1 1 大妻女子大学 3 3 東北医科薬科大学 1 1

埼玉県立大学 1 1 学習院女子大学 2 2 東洋大学 23 2 25

静岡大学 1 1 学習院大学 8 1 9 獨協大学 2 1 3

信州大学 1 1 神奈川大学 1 1 日本大学 18 2 20

千葉大学 5 5 神奈川工科大学 1 1 日本歯科大学 2 2

筑波大学 7 7 神奈川歯大 2 2 日本女子大学 3 3

都留文科大学 1 1 神田外語大学 4 4 日本赤十字看護大学 1 1

東京大学 1 1 北里大学 4 4 文教大学 3 3

東京外国語大学 2 2 京都美術工芸大学 1 1 法政大学 15 5 20

東京芸術大学 1 1 共立女子大学 1 1 武蔵大学 3 3

東京工業大学 2 1 3 杏林大学 2 2 武蔵野大学 9 9

東京都立大学 4 1 5 近畿大学 2 2 武蔵野美術大学 1 1

東京農工大学 3 3 慶應義塾大学 8 1 9 明治大学 39 4 43

東北大学 1 1 工学院大学 12 12 明治学院大学 13 1 14

富山大 1 1 國學院大學 4 1 5 明星大学 3 3

長崎大学 1 1 国際医療福祉大学 1 1 酪農学園大学 1 1

一橋大学 1 1 国際基督教大学 1 1 立教大学 25 4 29

北海道大学 1 1 国士舘大学 1 1 立正大学 2 2

和歌山大学 1 1 駒沢女子大学 2 2 立命館大学 1 1

横浜国立大学 2 1 3 駒澤大学 3 3 立命館アジア太平洋大学 1 1

防衛大学校 1 1 埼玉医科大学 1 1 早稲田大学 29 2 31

計 35 10 45 札幌大谷大学 1 1 計 451 55 506

産業能率大学 1 1

＜海外大学＞ 実践女子大学 2 2 ＜専門職大学＞

芝浦工業大学 14 2 16
現役 浪人 R6年度 順天堂大学 7 2 9

Maryland Institute College of Art 1 1 上智大学 13 5 18 ＜私立短期大学＞

Pratt Institute 1 1 湘南工科大学 1 1

School of the Art Institute of Chicago 1 1 昭和女子大学 5 5

School of Visual Arts 1 1 昭和大学 1 1 2 ＜専修学校＞

国立中山大学 1 1 成蹊大学 11 1 12

香港中文大学 1 1 成城大学 8 1 9 現役 浪人 R6年度

計 6 0 6 清泉女子大学 1 1 服部栄養専門学校 1 1

専修大学 22 2 24 東放学園 1 1

大東文化大学 4 4 日本電子専門学校 1 1

玉川大学 2 2 計 3 0 3

多摩美術大学 1 1 2

中央大学 20 2 22

津田塾大学 1 1

帝京大学 2 1 3

帝京平成大学 1 1

東海大学 3 2 5

東京医科大学 1 1

東京音楽大学 1 1

東京家政大学 1 1

東京工科大学 1 1

東京工芸大学 1 1

東京慈恵会医科大学 1 1

東京女子大学 3 3

東京電機大学 3 3

東京都市大学 3 3

東京農業大学 3 3

なし

なし

合格数

合格数

合格数 合格数 合格数

学校名

学校名

学校名 学校名 学校名



 

１２ 施設 

 

九段校舎 

竣  工 昭和６１年３月６日 

改  修 平成２３年５月３１日 

構  造 鉄骨鉄筋コンクリート造 地下１階地上５階建て 

敷地面積 ９，７８９．８４㎡ 

延床面積 ９，３１５．１１㎡ 

普通教室 １６教室 

特別教室 講義室(７)、社会科教室、パソコン室、ＬＬ教室、美術室、陶芸室、工芸室、物理実験室 

化学実験室、生物実験室、地学実験室、理科室(２)、音楽室、調理室、被服室、図書室 

視聴覚室、多目的ホール、柔道場、剣道場、トレーニング室、屋内プール、和室、生徒自治会室 

管 理 室 校長室、職員室、大会議室、保健室、印刷室、経営企画室、用務主事室、配膳室、学籍管理室 

カウンセリングルーム、相談室、メモリアルルーム、放送室、天文台、更衣室(２) 

 

富士見校舎 

竣  工 平成１８年２月２８日 

改  修 平成２３年９月３０日 

構  造 鉄骨鉄筋コンクリート造 地上５階建て 

敷地面積 １，２４７．６８㎡ 

延床面積 ４，２５３㎡  

普通教室 ８教室 

特別教室 講義室(１０)、国際理解教室、音楽室、自習室 

管 理 室 職員室、保健室、印刷室、進路指導室、進路相談室、カウンセリングルーム、相談室、更衣室(２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アクセス＞ 

〒１０２－００７３ 東京都千代田区九段北二丁目２番１号 

電話         ０３（３２６３）７１９０   

ホームページ  http://www.kudan.ed.jp/ 

 

 
 

東京メトロ東西線、半蔵門線、都営新宿線「九段下」駅１番出口から徒歩３分 

ＪＲ「飯田橋」駅西口又は東京メトロ東西線、有楽町線、南北線、都営大江戸 

線「飯田橋」駅Ｂ２ａ出口から徒歩１０分 

 


